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プラスチック成形加工の
あらまし

第1章

初心者が成形部品設計を学ぶとき，プラスチック成形の主役である射

出成形の成形現場を見て概略を知ることが必要である。何故かと言う

と，技術の具体的に詳細を学ぶとき，まず作り方の概要を知り，興味と

数々の疑問を持って望むことが，自ずと理解を容易にするからである。

したがって第１章は今日の射出成形業の形態（一般的射出成形の工

場）を学ぶことに重点を置いた。また，成形業では成形そのものを目的

にしている「成形屋」などと呼ばれている専業形態のものと，完成品

メーカの一部として存在する成形業との相違や，成形品の大小や，要求

品質の相違があり，技術内容の詳細と要点はそれぞれ異なるので，予め

これらの違いがあることを知っておくことも，第３章と第４章の内容の

理解の一助になる筈である。

第 １ 章 の 学 習 の ポ イ ン ト












